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平成27年地域政策研究センター（教員提案型・後期） 採択課題

～盛岡の地域特性を問う問題の作成・評価支援システム～

▼研究の概要（背景・目標）

盛岡市では、地域活性化の一つの取組として地
域の観光資源や文化についての知識レベルを格
付けするご当地検定「盛岡もの識り検定」（もりけん）
を実施している。本研究では、「もりけん」の問題作
成の負担軽減と検定試験としての質の担保を目的
とする。

▼研究の成果（結論・考察）

1. もりけん作問委員会に作問支援システムを活
用してもらい、アンケート調査を行った結果、シ
ステムを利用することで作問負担の軽減を実
感した作問者が60%いた。

2. アンケートの自由記述からは、「キーワードから
多岐にわたる作問の可能性やヒントを導き出せ
る点に魅力がある」といった意見が得られた。

3. テスト問題の分析支援システム利用後に行っ
た半構造化インタビューの結果、新規に問題
を作成する際に過去問題の難易度・識別度・
設問解答率分析図を参照することで問題を作
成しやすくなったことや、難易度のバランス調
整をする際にテスト問題の分析支援システムが
役立ちそうであることが示唆された。

▼研究の内容（方法・経過）

本研究では、問題自動生成技術を活用し、検定試
験の作問負担を軽減するための作問支援システム
（図1、2）を開発した。また、テスト理論や統計学な
どの専門知識を有していないテスト作成者を対象と
したテスト問題の分析支援システム（図3）を開発し
た。

▼今後の展開

「問題作成の負担」以外に検定実施・運営時に
問題となっている「合格者の活用方法」、「検定の
ＰＲ手法」を支援するために、合格者だから知る
盛岡の魅力や観光情報を収集し、収集した盛岡
の魅力・観光情報や自動生成された問題などを
若者の多くが利用するFacebookやTwitter、LINE
に自動発信するBOTを開発する。

図1 作問支援システムの概要図

図2 作問支援システムの画面例(自動生成された問題一覧)

図3 テスト問題分析支援システムの画面例(各問題の特徴説明)


